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要約  

・ COVID-19 中およびそれ以降の心不全入院、管理、および患者を

サポートのためのケア経路に関する情報を整理する。以下①~⑤の

視点から、整理されている。 

① 心不全入院：COVID-19 以降、ヨーロッパでは、心不全入院は

減少したが心不全入院患者の重症度は高くなっていた。 

② COVID-19 中の心不全患者のニーズと支援：パンデミック中は

感染しないことが大切であった。しかし今は、心不全患者の支

援を再開する時期に来ている。 

③ リハビリテーションサービス：遠隔医療による心臓リハビリテーシ

ョンサービスは成功している。その再設計が必要である。 

④ 遠隔医療フレームワークへの移行：心不全遠隔医療の標準化は

不可欠である。それにより、患者のケアを改善し、医療サービス

のコストを削減できる可能性がある。 

⑤ 証拠の必要性：新しい心不全ケアに関する研究が必要である。 

・ 新規発症および既存の心不全患者は、診断と将来の予後を理解し、

必要に応じて適切なプラットフォームを使用して支援とサポートを求

める必要がある。 心不全サービスの再調整と遠隔医療およびバー

チャル医療の使用には大きな可能性がある。 


